
第５回

「経済をコントロールする」というお話し 1

本日の講義内容

経済をコントロールするお話し

 マルクスという人

 『資本論』ー労働からの「搾取」

社会主義＆共産主義

 ケインズという人

 『一般理論』

新たな経済政策のあり方「財政政策」「金融政策」

「現代の経済」「現代と経済」 1

マルクス（1818-1883）という人

ドイツ出身の思想家

 産業革命（1760-1830）後
の時代に生きた人

『資本論』を書いた人

 「社会主義」を主張

「マルクス経済学」の父
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『資本論』

産業革命後の世界。。。

 会社は利益拡大のために、労働者の賃金を抑制

 「搾取」、低賃金労働者の拡大

 会社は利益拡大のために、コストの高い労働をコ
ストの安い機械設備に置き換え

リストラ、失業者の拡大（→2008年頃の日本でも同様）

マルクス「では、労働者が（革命を起こし）社
会を管理する体制にすればよい。」

 この考えに賛同した人々が各国で共産党を結成
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日本の経済成長率（1886-2003）
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社会主義・共産主義国
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社会主義・共産主義国家

社会主義・共産主義国家の誕生

 労働者保護のため、賃金・雇用の計画的管理

 価格、生産、分配、流通、金融の統制経済（経済
社会全体の統制）

市場メカニズムを無視した計画経済

 需給ギャップによる売れ残り→資源の無駄遣い

 競争原理排除による技術革新の欠如

社会主義国の崩壊・資本主義への転換

「現代の経済」「現代と経済」 7

ケインズ（1883-1946）という人

イギリス出身の数学・経済学者

『雇用・利子および貨幣の一般
理論』の著者

 資本主義の欠陥を指摘

 その修正点として、経済政策の
基礎理論を提唱

20世紀最大の経済学者
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失業という状態
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値段

数量

賃金

失業

需要曲線

供給曲線

値段が下がれば失業は解消？

景気対策
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値段

数量

需要曲線

供給曲線

買い手の増加による景気拡大

公共事業等
による労働者
所得増→消
費拡大

公共投資の効果

「財政政策」

 公共投資増

 国民所得増

 消費増

 国民所得増

 消費増

以下、無限ループ
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金は天下のまわりもの

あなたが（いつも以上に）何かを買うと。。。

 店の売上up → 店員の給料up
 店員が（別の）店で何かを買う

 その店の売上up → その店の店員給料up
 その店の店員が（別の）店で何かを買う

→以下、無限ループ

お金の流れがスムーズなときは好景気

「現代の経済」「現代と経済」 12



第５回

「経済をコントロールする」というお話し 3

ケインズの経済政策

「財政政策」

 「企業に労働者を雇用する余裕がなければ、政
府がお金を出して雇用を生み出す仕組みを作
る」→公共事業

それまでは税金で賄える分だけ政府支出するという
「均衡財政」

 政府が借金しても公共事業をすれば、いずれ
景気が良くなったときに税収は増え、借金は返
済可能
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ケインズの経済政策
「乗数効果」

 生産者（企業や政府）の投資増→国民所得増加
する→消費増→国民所得増→さらに消費増→さ
らに国民所得増・・・という経済上の効果

 この増加サイクルは投資の伸びに対して乗数（掛
け算）的な伸びとなることから、乗数効果と呼ぶ。

「消費性向」

 所得額のうち消費に使われる割合⇔「貯蓄性向」

 消費性向が高ければ高いほど、乗数効果↑
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ケインズの経済政策

「金融政策」

 企業の経済行動

 100万円投資→105万円売上：利益５％

 100万円借入→103万円返済：利子３％

 低金利政策により企業の積極的な投資を誘導

ゼロ金利政策
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ケインズ政策の副作用

インフレ傾向

 消費増、賃金増による物価高傾向

財政赤字増大

 安易なバラマキと困難な増税

乗数効果の縮小化

 消費性向の低下
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